評価カード

　

授業の流れに沿って、3枚の評価カードを作成した。

評価規準から評価の観点を抽出し、チェックがしやすいように工夫した。
１　実験の計画を立てる段階


２　実験の準備をし、実験する段階


３　実験の記録をとり、結果をまとめる段階


授業の実際３（振り子・衝突）に戻る　　　指導案に戻る
評価規準表（振り子・衝突）に戻る　　　トップに戻る
科２：物の運動の変化とその要因に着目して、実験の計画を立てることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


F：おもりをふったとき（糸の長さ・おもりの重さ・振り子の振り幅）


S：おもりを当てたとき（おもりの重さ・おもりの速さ・おもりの大きさ）　


　　　　　　　　（発言・記録分析）
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技１：実験装置を操作して、安全で計画的に実験することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


F：おもりをふったとき（糸の長さ・おもりの重さ・振り子の振り幅）


S：おもりを当てたとき（おもりの重さ・おもりの速さ・おもりの大きさ）　


　　　　　　　　（行動観察）
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技２：記録を定量的にとり、表にしたり、平均を求めたりすることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


F：おもりをふったとき（糸の長さ・おもりの重さ・振り子の振り幅）


S：おもりを当てたとき（おもりの重さ・おもりの速さ・おもりの大きさ）　


　　　　　　　　（記録分析）
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